
 

平成２７年８月１１日 

交 通 政 策 担 当 部 

 

鉄道駅におけるホームドア整備に関する補助制度について 

 

(付議の要旨) 

 鉄軌道駅のバリアフリー化を推進するため、鉄道駅におけるホームドアの整備に必

要な費用の一部について、鉄道事業者への補助制度を設ける。 

 

１．主 旨 

鉄軌道駅のバリアフリー化の推進において、国及び都の支援制度による様々な整

備促進が図られる中、鉄軌道駅のホームドア整備については、都が、平成２６年度

から鉄軌道事業者へ補助をした区市町村に対して、３千万円を上限に補助する制度

を実施している。 

区においても、これまで実施計画事業として、鉄道駅へのエレベーター等の設置

支援を行い、バリアフリー化を促進しているが、さらに鉄道駅利用者の安全性の向

上を促進するため、鉄道事業者へホームドアの整備に必要な費用の一部を補助する

こととする。なお、補助制度の運用にあたっては、優先的に整備を促進する駅を選

定して取り組む。 

 

２．補助制度の概要等 

（１）鉄道駅におけるホームドアの整備について 

別紙１のとおり 

（２）「ホームドアの整備促進等に関する検討会(国土交通省及び鉄道事業者で構成)」 

中間とりまとめの概要 

別紙２のとおり 

（３）補助制度運用の考え方 

次のように優先的に整備を促進する駅を選定し、補助制度を運用することを基本

とする。 

① １日当たり１０万人以上の利用者のある鉄道駅 

国土交通省及び鉄道事業者で構成される「ホームドアの整備促進等に関する

検討会」による、転落防止対策の優先整備駅の考え方を踏まえ、１日当たり 

１０万人以上の利用者のある駅を選定対象とする。また、都も１日当たりの利

用者数が１０万人以上の駅を優先して補助を行っているため、対象駅には都補

助金等の交付が見込まれる。 

② 保健・医療・福祉の拠点など駅周辺地域の特性から、優先的にホームドア整

備を検討する必要が生じた駅については、都に補助の交付を働きかけると共に、

都補助や鉄道事業者の整備状況を踏まえ、個別の検討に基づき対応を図る。 



３．概要事業費 

歳出予定額 約１０．８億円（区補助金） 

歳入予定額 約 ５．４億円（都補助金） 

 

４．今後の予定 

平成２７年 ９月 ４日 公共交通機関対策等特別委員会 報告 

１０月 補助金交付要綱の制定 

平成２８年 ４月 補助金交付要綱の施行 



１ 背 景 

鉄軌道駅におけるホームドア等については、ホームからの転落防止や列車との接触を防止

する上で必要性が高まっていることから、国土交通省及び鉄道事業者で構成される「ホーム

ドアの整備促進等に関する検討会」が設置され、平成２３年８月に転落防止対策を優先して

実施すべきと考えられる駅の考え方などを「中間とりまとめ」として整理・公表した。 

一方、東京都は、鉄道駅総合バリアフリー推進事業により鉄道駅のホームドア整備に必要

な費用の一部について補助金の交付を試行的に行ってきたが、平成２６年度から本格的に補

助を行うために要綱を改定した。都の補助制度は、鉄軌道事業者へ補助をした区市町村に対

して、３千万円を上限に補助する制度であるため、鉄軌道事業者がこの補助を活用するには、

区市町村において補助制度の策定が必要となった。 

なお、都は１日当たりの平均的な利用者数が１０万人以上の駅を優先的に整備する方針で

ある。 

 

２ 現 状 

【 国 】 

○ 平成10年12月 ホームドア整備に要する補助金の交付を開始 

○ 平成23年 2月  「ホームドアの整備促進等に関する検討会」設置 

○ 平成 23年 8月 前記検討会がホームにおける旅客の転落防止対策の今後の進め方につ

いて「中間とりまとめ」を公表（別紙２参照） 

【東 京 都】 

○ 平成23～25年 試行的にホームドア整備に要する補助金の交付を実施（平成23年4月 

交付要綱策定） 

［整備箇所］ 小田急電鉄 小田急線：新 宿 駅 ２列 

  京 王 電 鉄 京 王 線：新 宿 駅 ３列 

                東 急 電 鉄 大井町線：大井町駅 ２列 

○ 平成26年4月 本格に補助を実施するため交付要綱を改定 

［主な補助内容］ 

① 補助対象者は区市町村 

          ② ３，０００万円／１列（都と区市町村あわせて6,000万円／１列） 

          ③ １日当たりの平均的な利用者数が１０万人以上の駅を優先 

（要綱に記載なし） 

※ 区内の該当駅：下北沢駅・三軒茶屋駅・二子玉川駅 

          ④ 補助の流れ 

           鉄軌道事業者     区 市 町 村     東 京 都 

○ 平成26年12月 「東京都長期ビジョン」公表 

※ 1日当たりの利用者数１０万人以上の駅（全７８駅）については、

ホームドアの整備を平成３５年度までに概ね完了させることとし

た。 

 

３ 補助制度 

ホ ー ム ド ア 整 備 事 業 

（１）補助対象事業者：鉄道事業者 

（２）補 助 対 象：ホームドア及びそれに付随する固定柵 

（３）対象駅及び補助スキーム：  

① １日当たり１０万人以上の利用者のある鉄道駅（都補助がある場合） 

 

 

 

 

 

② その他（個別の対応に基づき検討する場合） 

 

 

 

（４）補助事業経費：設計費、機械本体購入費、据付け工事費及びその関連附帯工事費（ホ

ーム補強等） 

（５）補 助 率：① 区が１／３以内。内、１／２以内を都が区に補助。 

          ② 区が１／６以内。 

（６）限 度 額：① 都補助対象 

１列当たり６，０００万円を上限（区１／２負担） 

② 都補助対象外 

１列当たり３，０００万円を上限（全額区負担） 

 

４ 補助対象駅数 

○ １日当たり１０万人以上の利用者のある鉄道駅 

４駅（下北沢駅、三軒茶屋駅、二子玉川駅、明大前駅※） 

   ※ 明大前駅については、都補助の対象となるよう調整中。 

 

５ 概算事業費 

○ 歳出予定額 約１０．８億円（区補助金） 

○ 歳入予定額 約 ５．４億円（都補助金） 

 

６ 要綱制定等 

補助金交付要綱を制定し、鉄道事業者の事業計画に基づく申請に対して、予算の範囲にお

いて対応する。また、ホームドアの整備促進を図るため、鉄道事業者へホームドア整備に関

する補助制度の周知等を行う。 

なお、補助金交付については、２７年度申請に基づき２８年度より対応する。 

《鉄道駅におけるホームドアの整備について》 

東京都※２ 
１／２ 

申 請 

補 助 

補 助 

別紙 １ 

 国 

１／３以内 

鉄軌道事業者 

１／３ 

世田谷区※１ 

１／３以内 

国 

２／６以内 

鉄軌道事業者 

３／６ 

世田谷区※３ 

１／６以内 

※３ 限度額 3,000万円／列 

※１ 限度額 6,000万円／列 

※２ 限度額 3,000万円／列 




